
▲のぞみ法律事務所で
　組織内弁護士について話す
　𠮷沢准教授

法務研究科の模擬法廷室▶
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ＹＯＳＨＩＺＡＷＡ　Ｔｏｒｕ（43歳）
▶1969年　滋賀県蒲生郡日野町生まれ
▶1992年　名城大学法学部卒
▶1997年　司法試験合格
▶2000年　検察官任官
▶2006年　検察官退官
　　　　　 森脇法律事務所（岡山市）　弁護士
▶2009年　岡山大学大学院法務研究科非常勤講師
▶2010年　同研究科　准教授
▶2012年　同研究科　准教授、のぞみ法律事務所長

大
学
院
法
務
研
究
科
准
教
授

𠮷沢　徹

「高度な知の創成と的確な知の継承」̶。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

𠮷
沢 　

徹
「
組
織
内
弁
護
士
」
だ
。

　

同
研
究
科
の
附
属
施
設
と
し
て
昨

年
12
月
に
設
置
さ
れ
た
弁
護
士
研
修

セ
ン
タ
ー
（
O
A
T
C
）
で
は
、
こ

の
組
織
内
弁
護
士
の
育
成
を
目
的
に
、

司
法
試
験
合
格
直
後
の
新
人
弁
護
士

や
一
定
の
経
験
を
積
ん
だ
若
手
弁
護

士
に
専
門
教
育
を
実
施
。
よ
り
質
の

高
い
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
習
得
を

促
し
て
い
る
。
𠮷
沢
准
教
授
は
実
務

部
門
を
担
当
し
、
法
律
相
談
か
ら
法

的
手
段
の
選
択
、
実
行
、
依
頼
人
の

権
利
実
現
と
い
う
弁
護
士
の
基
本
業

務
を
徹
底
指
導
す
る
。

　

O
A
T
C
は
弁
護
士
業
務
の
依
頼

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

𠮷
沢
准
教
授
は
同
月
、
学
内
に
「
の

ぞ
み
法
律
事
務
所
」
を
開
所
。
実
際

に
受
け
た
依
頼
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

実
践
的
な
指
導
を
始
め
た
。「
新
人
弁

護
士
ら
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
事
件

を
担
当
し
て
も
ら
い
、
ど
ん
な
事
案

に
も
対
応
で
き
る
柔
軟
性
を
学
ん
で

ほ
し
い
」
と
狙
い
を
語
る
。

大
学
挙
げ
て
育
成
体
制　
　
　

 

　

O
A
T
C
も
活
動
を
活
発
化
さ
せ

て
い
る
。
今
年
５
月
に
は
、
自
治
体

職
員
や
法
曹
関
係
者
、
研
究
者
が
連

携
し
て
行
政
実
務
の
課
題
に
取
り
組

み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
若
手
弁
護
士
の

専
門
性
の
向
上
を
目
指
す
「
岡
山
行

政
法
実
務
研
究
会
」
を
セ
ン
タ
ー
内

に
設
立
。
同
研
究
科
は
総
社
市
と
法

務
分
野
に
お
け
る
連
携
協
力
協
定
を

弁護士、𠮷沢徹准教授
組織内弁護士育成に力

大学において、理論と実践の架け橋となる “実務家教員 ”。
現役弁護士で、大学院法務研究科の𠮷沢徹准教授はその一人だ。
司法試験合格を目指す学生たちへの指導に加え、昨年 12月には
学内に開設した「のぞみ法律事務所」の所長に就任。新人、若
手弁護士を「組織内弁護士」に育成しようと尽力している。

締
結
し
た
。
実
務
研
修
の
場
と
し
て

O
A
T
C
の
弁
護
士
が
総
社
市
に
定

期
的
に
派
遣
さ
れ
る
一
方
、
同
研
究
科

が
総
社
市
の
法
的
実
務
支
援
を
行
う
。

　

法
科
大
学
院
と
自
治
体
の
協
定
締

結
は
全
国
で
初
め
て
。
岡
山
大
学
を

挙
げ
て
組
織
内
弁
護
士
を
育
成
す
る

体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

𠮷
沢
准
教
授
自
身
、
こ
れ
ま
で
に

も
依
頼
を
受
け
て
企
業
や
各
種
団
体

内
の
不
正
調
査
に
当
た
っ
て
き
た
。

「
近
年
、
自
治
体
や
企
業
、
医
療
機
関

な
ど
の
組
織
で
内
部
の
法
的
チ
ェ
ッ

ク
を
強
化
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き

た
」
と
言
い
、
岡
山
で
は
ま
だ
広
が

り
始
め
た
ば
か
り
の
組
織
内
弁
護
士

に
、
若
手
の
新
た
な
活
躍
の
場
と
し

て
期
待
を
寄
せ
る
。

　
「
法
的
観
点
か
ら
契
約
書
や
取
引
の

適
法
性
、
労
務
関
係
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
の
に
必
要
な
専
門
知
識
、
技
能
な

ど
、
教
え
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
O
A
T
C
で
研
修
し
て
経
験
を

重
ね
た
よ
り
多
く
の
弁
護
士
を
社
会

に
送
り
出
し
た
い
」
と
𠮷
沢
准
教
授
。

弁
護
士
の
可
能
性
を
切
り
拓
こ
う
と
、

一
層
の
指
導
を
誓
う
。

理
論
と
実
践
の
架
け
橋　
　
　

〝
実
務
家
教
員
〞  

平
成
９
年
に
司
法
試
験
に
合
格

し
、
検
察
官
と
し
て
多
く
の
刑
事
事

件
に
携
わ
っ
た
𠮷
沢
准
教
授
。
被
告

人
の
罪
を
追
及
す
る
日
々
の
中
、
犯

罪
被
害
者
の
権
利
を
救
済
す
る
力
に

な
り
た
い
と
平
成
18
年
、
弁
護
士
へ

転
身
。以
来
、被
害
者
支
援
を
は
じ
め
、

債
権
回
収
や
建
築
・

不
動
産
関
係
事
件
、

医
療
訴
訟
、
離
婚
・

相
続
問
題
、
不
当

要
求
対
応
、
民
事

介
入
暴
力
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る

事
案
を
手
掛
け
て

き
た
。

豊
富
な
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
講
義

は
、
学
生
か
ら
の
人
気

も
高
い
。
平
成
25
年
度
前
期

セ
メ
ス
タ
ー
で
刑
事
訴
訟
法
演
習
や

刑
事
訴
訟
実
務
な
ど
５
科
目
を
担
当
。

「
理
論
上
認
め
ら
れ
る
権
利
を
い
か

に
実
現
に
近
づ
け
る
か
、
講
義
で
も

常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
」
と
言
い
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
模
擬
裁
判
も

随
時
取
り
入
れ
る
。

実
際
に
起
こ
っ
た
事
件
を
参
考
に

作
ら
れ
た
教
材
な
ど
を
用
い
て
演
習

形
式
で
進
め
る
こ
と
も
あ
り
、
受
講

生
か
ら
は
「
実
務
的
な
観
点
か
ら
多

角
的
に
学
べ
、
難
し
い
専
門
用
語
の

イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
や
す
い
」
と
声
が

挙
が
る
。

O
A
T
C
で　
　
　
　
　
　

   

新
人
弁
護
士
ら
を
教
育

　

さ
ま
ざ
ま
な
弁
護
士
業
務
を
請
け

負
う
𠮷
沢
准
教
授
が
、
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
を
実
感
す
る
の
が
、
企
業
や
病

院
、
自
治
体
な
ど
に
所
属
し
て
組
織

内
で
生
じ
る
法
的
問
題
に
対
処
す
る


